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論文内容の要旨
本論文は，タンガニイカ湖産基質庄町、]魚Telmatochromisteゆoralisの摂餌及ひe繁殖生態について研究
したものである。本種の繁殖生態について野外研究し，婚姻のほとんとカし・夫ー妻制である場所.-A多
妻制が主な場所と，団体群聞で婚姻形態が大きく変異していることを見いだしたの保護をしている仔魚へ
の捕食圧が高い場所では，雄の保護行動の重要性が増しそこではー夫ー妻に，逆に捕食圧の低い場所で
はその重要性が減少し雄が繁殖中でも他の雌と配偶し一部の雄が多くの雌を独占するため一夫多妻制が
多くなった。このような一夫一妻からハレム型の一夫多妻までという婚姻形態の大きな変異は，魚額はも
とより，脊椎動物でもその例はないのまた，個体群内でも捕食圧の違う場所で婚姻形態に変異が見られた
が，これも伺体群聞の場合と同様に説明ができる 3
一夫一妻制が優先している場所では配偶関係は，大きな雄が大きな雌と配偶する明隙なサイズ同類交配
であった。大きな雄ほど仔魚に対する保護能力が高く，より保護をする大きな雄とつがうほど雌は自分の
保護時間を減らすことができた。このため，雌は大きな雄を好むと考えられるの一方.大きな雌ほど産卵
数が多く，このため雄は大きな雌を好むと考えられる。この両性の配偶者選択の特性のため4:極のサイズ
同類交配が維持されることを示した。
また，一夫一妻制の優先する伺体群で，繁殖開始前の雄が小型ペアを一時的に乗っ取り.その雌の卵を
受精させるというパイレーツ配偶戦術を記載した。この記録は.魚類でも 3番目の例であるが，この戦術
の例は一夫ーー妻制の魚類でははじめての報告となるものである。
最後に本樟の白黒色彩多型現象の維持機構，及び適応的意義について，また口探の左右性についても本
種の摂餌生態との関連から考察している。
論文審査の結果の要旨
タンガニイカ湖の基質産卵性のシクリッドのー梧であるTelmαtochromist側toralisは，卵から稚魚、期
まで親魚が保護を行う。巾請者は，木穐の仔稚魚、lこ対する捕食圧の兇なる 2地点でその繁殖生態を調査し.
捕食}.f.の低い場所では雄がほとんど保誰に関与せず. 一方，捕食圧の高いところでは雄は雌と同等に保設
をすることを見いだした。さらに，抽、食圧の高いところでは.雄の保護が稚魚の牛存に不司欠であること
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を野外実験により実祉した。巾請者はこの保護様式の違いにより本椅の婚姻形態が.tm食圧の低い場所で
は典明的なノ、レム型の一夫多妻市lj. 高い場所ではペアのー夫一安制になると結論した。本稀の場合稚魚は
基質で餌をとるため)'1親での保護がhn食圧の低い場合可能であるつ til食圧の高い場所でも雄も保護をする
ためにぺアに， J:iに低い場所では雌の保護が不要なため，雄は他の雌との配偶も可能となり賄姻形態はノ、
レムになる。このように保護様式の変異が本樟の婚姻形態の変呉をもたらす究極的な妥肉であるとの説明
は十分説得力がある"このよう信同種内での婚姻形態の著しい地埋的変異は，どの脊椎動物からもこれま
で全く報告されていない例であるうさらに，同湖の魚類をはじめ刷根内での婚姻形態の大きな地理的変異
の報符がなぜこれまでなかったのかを説明している。この他，一夫一妻が主流の場所ではぺアはサイズ同
類交配にな勺ていること.さらにパイレーツ配偶戦略という近年注目されている配偶戦略も見いだしそ
れらが生じる即.南についても合同的に考察している 3
以上のように，本論文は婚銅形態，繁殖戦略の研究にとって重要な研究であり，動物社会学の発展に大
きく寄守ーするものである。よって.博士(理学)の学{立を授'守するに備するものと落命した。
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